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(a+ 2a−1 − 1)5 を展開したとき，aの係数は 　 である．
(18 東京都市大)

【答】
　

105

【解答】
(a+ 2a−1 − 1)5 の展開式の一般項は

5!
p!q!r!

· ap(2a−1)q(−1)r = 5!
p!q!r!

· (−1)r · 2q · ap−q

ただし，p, q, r は 0以上の整数で p+ q + r = 5 を満たす．

ここで，aの項が現れるのは p− q = 1のときであり{
p− q = 1

p+ q + r = 5
⇐⇒

{
p = q + 1

r = 4− 2q

p, q, r は 0以上の整数であるから

0 ≦ q ≦ 2

である．したがって

(p, q, r) = (1, 0, 4), (2, 1, 2), (3, 2, 0)

であり，aの係数は

5!
1!0!4!

· (−1)4 · 20 + 5!
2!1!2!

· (−1)2 · 21 + 5!
3!2!0!

· (−1)0 · 22

=5 + 60 + 40

=105 ……（答）


